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	03 官庁訪問体験記


	官庁訪問のとある1日　事務系編
	事務系①
	事務系②
	集合
	9：00
	9：00
	①集団面接(45分)

	昼食休憩
	60分
	①原課面接(40分) ②人事面接(25分)
	②原課面接(40分) ③原課面接(60分) ④人事面接(15分) ⑤人事面接(20分)

	60分
	③原課面接(60分) ④人事面接(15分) ⑤人事面接(20分)

	夕食休憩
	60分
	60分
	⑥出口面接(25分)
	⑥出口面接(25分)

	退庁
	19：00
	20：00
	帰宅
	帰宅
	グループディスカッションの1日 事務系 ver.
	9:00　集合・入口面接 ⇩ 部屋移動・くじ引きをしてグループに分かれる ⇩ グループディスカッションの課題発表とその説明（20～30分程度） ⇩ グループディスカッション（60分程度） ⇩ 各班発表（3分 x 3、質疑応答含め15～20分程度） 昼休憩
	03 官庁訪問体験記




	官庁訪問のとある1日　技術系編
	【1日のスケジュール】 気になる官庁訪問について、技術系内定者2名が実際に経験した官庁訪問期間中のとある1日を再現してみました。面接の種類については2つ前のページをご覧ください！ ※下のスケジュールは一例であり、面接の時間や回数は人によって異なります。
	技術系 通常期
	技術系 既合格
	集合
	8：50
	9：00
	①原課面接(20分) ②原課面接(30分)
	①原課面接(30分) ②原課面接(25分)

	昼食休憩
	60分
	60分
	③原課面接(50分) ④人事面接(20分) ⑤原課面接(30分)
	③原課面接(25分) ④原課面接(30分) ⑤原課面接(35分) ⑥原課面接(30分)
	⑥出口面接(5分)
	⑦出口面接(30分)

	退庁
	19：00
	18：00
	帰宅
	帰宅
	グループディスカッションの1日 技術系 ver.
	09:20　集合 　　　　原課面接①（3人一組のグループ面接） 　　　　原課面接②（3人一組のグループ面接） 11:45  グループディスカッションの班で自己紹介＆チーム名決め 　　　　--- 昼休憩 --- 12:50　課題の説明（20分） 　　　　グループディスカッション（90分） 　　　　討論会（計3回、発表5分、質疑応答15分） 16:00~　出口面接（名簿順に呼ばれてそのまま解散、1人10分程度）



	官庁訪問統計
	文部科学省訪問日（第1クール）
	事務系

	併願先府省庁（のべ人数）　
	　その他の併願先： 　農林水産省、環境省、警察庁、林野庁、こども家庭庁、 　デジタル庁、原子力規制庁、人事院、会計検査院

	官庁訪問の対策開始時期
	事務系
	技術系
	技術系
	03 官庁訪問体験記



	官庁訪問体験談
	①志望動機
	【内容】文教施設を学びのインフラとして再構築し、生涯にわたる学習文化を根付かせたい。【ポイント】日頃から思っていることを正直に書く。何度も深堀りされる質問であるため、本音じゃなければそのうち答えられなくなってしまうと思った。
	自分がどんな社会を理想としていて、その実現のために文科省で何をしたいかを書いた。自分の場合は教職課程を取ったことが志望理由の１つだったので、それも書いた。
	①文部科学省に興味を持った原体験、②それに関連して興味ある業務分野と文部科学省でやりたいコト、③ ②の内容がどのように文部科学省の理念、ひいては国益に繋がるのか、という感じで書いた。
	①こんな社会を作りたい→➁そのためにすべきこと→③そこに志望省庁からどんなアプローチができるか？という順番で考えると、薄っぺらい内容になりにくくなると思う。
	字数が限られる中で、簡潔に自分の志望動機、どういう社会を実現したいか、どういう貢献ができると考えているか、を含ませることがポイント。本番の官庁訪問においても、志望動機欄は必ずと言っていいほど目を通していただく部分ですし、たかがESといって手は抜かない方がいいと思う。
	職員訪問のときなどに、志望動機について相談するのが良いと思う。

	②政策提言
	【内容】ICT活用による健康被害改善のための屋外空間整備方針。例としてグリーンインフラを挙げ、①自然体験によるデジタルデトックスの機会 ②理科や生活科の体験学習との結び付け ③これを地域開放すれば学校が共育・共生社会の拠点にもなり得る。【ポイント】ありきたりな課題を設定したとしても、自分なりの切り口（自分なら建築計画）で糸口を模索すること。課題意識に対する自分の軸をひとつ持っていると、官庁訪問中に他の問いを投げかけられても、筋の通った答えを考えられると思う。
	不登校児童対策として、①スクールソーシャルワーカーの増員、②学校外での学びの選択肢の充実　書き方のポイント：数ある政策手段の中からなぜこの政策をやるべきなのかを明確にする。
	特別支援教育の充実を課題として挙げ、さらに詳しい内容として通級指導体制の整備について書いた。現状認識、原因分析、課題、対応策が要素として含まれるように気を付けた。
	内容：不登校対策にコミュニティスクールを活用する。具体的には地域との交流や不登校生徒の居場所づくり、社会教育施設の活用などが考えられる。ポイント：なるべく具体的に書くべき。特に、誰がその政策を行うかを無視すると分かりにくくなる。また、既存の政策と被っていないかをよく調べましょう（既存の政策のアップデートなどならば問題ないと思います）。自分の興味や経験などをもとにしたオリジナリティある政策のほうが、面接でもうまく話せる。
	分断のない社会の実現のためのインクルーシブ教育の実現とその具体的な方策。来訪者メモで全てを伝える必要はない。逆に言えば来訪者メモ以上にたくさん考える必要があるかも。あくまで議論のスタートラインなので、間違いを恐れずに、職員の方々のダメ出しを受けて政策を成長させるんだぐらいの心持ちがいいかも。
	自分のビジョンと日本社会の現状を照らし合わせて課題を明確にした上で、その解決策を提示する。この解決策は既存政策で構わないが、現状何が足りていないかを考える。

	③アドバイス
	各項目が長いので一文を短く。読みやすく。
	省庁ごとにファイルの形式や求められる内容が違うので、複数の省庁を訪問する場合は早めに取り掛かるべき。
	自分だけでは見えてこないもの、勝手に伝わるだろうと思っていることが多くあるので恥ずかしがらず、友人や職員の方に見ていただいて感想をもらうことをオススメする。そこで質問を受けたこと、アドバイスをもらったことがそのまま本番に活きてくることがあったので、面倒がらずにトライしてみて欲しい。
	本番は自分が作ったメモを印刷して持って行った方がいい。何を書いていたか忘れてしまった。
	一本の自分軸さえ通っていれば、想いや考えを自由に書いた方が職員さんとの話のタネになるので、あまり気負わずに取り組んだ方がいいと思う。
	来訪者メモを完璧に仕上げることよりも、内容をきちんと自分で話す練習に時間を割くことをおすすめします！
	量が多いので大変ですが、きっとみんな苦戦しているのでめげずに頑張ってください！
	03 官庁訪問体験記


	官庁訪問体験談
	2. 面接の様子
	①面接の準備
	②面接当日のエピソード
	③面接で意識したこと・工夫したこと
	03 官庁訪問体験記


	官庁訪問体験談
	③面接で意識したこと・工夫したこと（続き）
	④評価されたと思うポイント
	⑤面接のアドバイス
	03 官庁訪問体験記


	官庁訪問体験談
	①形式・雰囲気など
	（事務系）
	第３クールで経験しました。約15人の志望者がくじで4人ずつのグループに分かれ、配布された資料の説明（私の場合は外国人材の受け入れと共生社会がテーマ）を受けた後、1時間程度のグループディスカッション→2分程度（多分）で各グループ発表の流れでした。20人以上の職員さんがグループディスカッションの様子を見ておられたため、やっているときはかなり緊張感があったと記憶しています。志望者の中では、良いパフォーマンスを見せなくてはというプレッシャーが強い状況ではありましたが、みんなで助け合って頑張ろうという雰囲気があったため、緊張しながらも最後までベストを尽くせたと思います。
	官庁訪問前の政策ワークショップなどと同じ形式だったが、周りのレベルは上がっていると感じた。
	シチュエーションとしては緊張感のあるものでしたが、和やかな雰囲気でした。形式はワークショップと同様の講義→ワーク→発表でした。
	形式は採用イベントのグループディスカッションと似た感じで、職員さんが各テーブルを回る形でした。
	（技術系）
	3、4人ずつのグループに分けて1時間半から2時間ほど、行なった。既合格者では全員が質問する機会があり、通常期ではグループを代表して1人が質問することができた。文科省は院卒も多いため研究発表経験が多いためか話し合いはスムーズだった。ただし、1人でも我が強い人がいると大変。
	かなり性格を見た上でチームが割り振られている印象。相性の捉え方によってはグループディスカッション自体はしんどいものになるが、そういったことも考慮した上で面接官は評価してくれるので、とにかく最善を尽くすのが大事。
	4人1組のグループに分けられた。同じ課題が各グループに与えられ、ホワイトボードを用いて議論した。議論の後、全体に対してグループ発表を行った。飲み物やお菓子を食べながらの進行で、かなり和やかな雰囲気だった。
	全体の6人が3人ずつに分けられ、同じ議題について話し合う形だった。和気あいあいとした雰囲気の中で行えたのが年下の自分にとってはよかったと思います。
	2グループに分かれたが、お互いに和やかな雰囲気でした。発表準備は1時間程度（だったはず）と短かったので、巻きで動く必要がありました。最後に互いに発表をし、一人1問ずつ、質疑を行いました。（既合格者）

	②意識していたこと
	人の意見をまとめたり、論点を整理したりなど、ディスカッションの全体の流れを意識するようにした。
	本番で意識していたのは、議論をリードしつつも自分の意見を押し通さないことです。発言が少ない人に意見を積極的に求めたり、相手の発言のどこに共感したかを伝えたりしながら、グループ全員で一定の結論を出せればいいなと思って臨みました。特別な対策はしていませんでしたが、政策ワークショップで一緒のグループだった方が官庁訪問のグルディスでも同じグループになるという偶然を経験したので、政策ワークショップに参加していて本当に良かったです！（笑）
	個別に配慮しながらも議論全体をリードしていくんだという気概。そしてわかりやすく熱意を込めて説明しようという気持ち。
	たとえファシリテーターでなくとも、全体の議論を整理して俯瞰した上で、結論出しへのロードマップをなんとなく描く。
	グループとして良いアウトプットを出すことを考えていました。
	人数が少ないため、司会などの役割を明確に決めることはしなかった。ただ、それまでの待ち時間での雑談で、誰が一番意見を言いそうかなど心の中でリーダーは決まっていたように思う。
	あまり話すことができていないように感じたので、書記を名乗り出ました。
	互いの意見をしっかりかみ砕いて理解し、自分の考えと絡めて意見を出せることを目標にしていました。
	03 官庁訪問体験記


	官庁訪問体験談
	4. 控室での過ごし方
	5. 成功・失敗談 ①成功談
	03 官庁訪問体験記


	官庁訪問体験談
	②失敗談
	6. 官庁訪問に向けてのアドバイス
	03 官庁訪問体験記


	官庁訪問体験談
	6. 官庁訪問に向けてのアドバイス（続き）
	03 官庁訪問体験記


	コラム
	官庁訪問中の宿泊先の選び方
	滞在場所とアドバイス
	①代々木公園（オリンピックセンター）金額：1泊5千円程度　
	②霞が関周辺（ビジネスホテル）金額：1泊5千円程度
	③上野（カプセルホテル）金額：1泊5千円程度
	④南阿佐ヶ谷（ホテル）金額：1泊5千円～1万5千円程度
	⑤六本木、麻布（ホテル）金額：1泊5千円～1万5千円程度
	⑥赤坂見附（ホテル）金額：1泊1万円程度
	⑦秋葉原（ホテル）金額：1泊1万円程度
	　ことを強くお勧めします。私はそうしなかったので、かなり金銭的な負担が大きかったです。
	⑧麴町（ホテル）金額：1泊1万円～2万円程度
	⑨国会議事堂前（ホテル）金額：1泊1万円～2万円程度
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	事務系 就活体験記
	文部科学省への就活
	文部科学省を 志望し始めた時期

	検討した進路
	事務系内定者：24名 （うち施設系2名）
	文部科学省の イベント参加回数

	参加イベント内訳
	業務説明会　　　　　　　　23名 少人数懇談会　　　　　　　20名 職員訪問　　　　　　　　　21名 政策ワークショップ　　　　18名 1 on 1 meeting　            14名 霞が関OPENゼミ　              4名 インターン　　　　　　　　  3名 2days Spring Program　 9名 内定者イベント                   12名
	民間企業：14名
	他省庁(国総)：13名
	進学（修士課程・博士課程）：6名
	民間就活開始時期
	地方公務員：3名
	独立行政法人：1名
	弁護士：1名
	国立国会図書館：1名
	国家専門職：1名
	国家一般職：1名



	事務系 就活体験記
	民間就活との両立
	・民間就活は3年生終わりの春休みに本格的に取り組むことで、教養区分試験と 　官庁訪問の間に、ちょうど時期をずらして注力することができた。
	・エントリーシートはだいたい秋ごろにたくさん提出することになるが、各会社の 　理念・性格に合わせてエントリーシートをいくつも準備するのはそれなりに大変 　なので、早め早めに書き始めた。グループディスカッションや面接を多く経験す　　　 　ることは官庁訪問対策にもなった。
	・教養区分の勉強と被るからと夏インターンを疎かにしていましたが、その時期に 　早期内定を貰うのが最大のチャンスでした。その後は忙しくなる一方です。

	民間就活の早期着手と場数は、官庁訪問の糧となり心の余裕を生む。
	大学/研究/サークル/アルバイトなどとの両立
	・事前に何がどれくらいの時期に忙しくなりそうかを把握しておいて、その時期には 　他のことをセーブするように意識した。
	・大学のゼミ発表の時期を公務員試験とかぶらないように調整してもらったり、 　サークルの役職を引き継いだりして、キャパオーバーしないよう気を付けていた。
	・自分のキャパとは相談した上ではありますが、変に諦めるくらいならやりたいことを 　全てやることをお勧めします。
	・3年生のうちになるべく大学の単位をとっておく！

	『先手の準備』と『環境の整理』が、妥協なき両立を可能にする。

	事務系 就活体験記
	就活の情報収集
	・実際にどのような形で面接が行われるのか、どのような部分が評価されるのかを 　知ることが難しかったと感じています。公務員試験の予備校を使うのも1つの手 　だと思いますし、さまざまある書籍を参考にすることも有益だと思います。一つ 　の情報を信じすぎないように、多くの情報源にアクセスしてみることをオススメ 　します！
	・大学の研究などでも同じだと思いますが、文科省について興味を持ち始めた頃の、 　どうやって情報収集をするのか分からない時が最も苦労しました。私はとにかく 　説明会に参加し、職員の方々とのコミュニケーションの中で解決の糸口を見つけ 　るようにしました。
	・就活を助け合うチームを作って毎週オンラインで集まってケース問題を解いたり 　面接練習をしたりしていました。
	・官公庁就活は、既に内々定をお持ちの大学院の先輩方に大いに助けていただきました。

	多様な情報源への接触と、対面・仲間を通じた『生の情報』の共有が 突破口になる。
	アドバイス/メッセージ
	・自分が興味を持てる職種であれば自ずと就活が楽しくなると思うので、自分が 　楽しめているかどうかは1つの評価軸だと思います。
	・将来のことについて考える時は、じっくり時間をかけて良いと思います。そこで 　出した自分なりの答えは、緊張したときの励ましや、面接時の熱量に繋がって 　いた気がします。
	・就活は客観的な視点がかなり重要。家族や友人に相談することで、自分ではわから 　なかった自分の長所・短所に気づけることもあるので、迷ったり不安になったりし 　た時は1人で抱え込まず、周囲の人を頼るのも1つの手だと思う。
	・就活が早期化していますが、公務員就活はその度合いがましなこともあり、民間就活 　と公務員就活に順番に取り組むような形で併願は有効です。ですがその分、学部3年 　秋～学部4年春の結構な長期戦になり、学業や遊びの時間をかなり削ることになる 　ので、自分の中の優先順位や体力を鑑みて取捨選択することも大切だと思います。

	『楽しむ心』と『自己対話』を軸に、周囲を頼りながら長期戦を 　走り抜く。

	技術系 就活体験記
	文部科学省への就活
	技術系内定者：13名
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